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　小国ミニバスケットボールスポーツ少年団は、毎週水、
木曜日に町民総合体育館で活動しています。
　２月８日の練習で、指導者の舟山國雄さんから「仲良
く楽しく練習し、ドリブルやパスの基本を覚えることが
大事」と子どもたちは指導を受けました。
　フリースローラインから狙いを定めてシュート！

ともに
楽しむ
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　町では、町民の皆さんの新しいビジネスを応援し起業創業の更なる促進を図るため、白
い森ローカルビジネス創出塾を開催しており、今年度は４人のかたが専門家によるフォ
ローアップと事業化支援を受けています。２月17日にはカモスクを会場に報告会を開催し、
それぞれが自分の取り組みについて発表しました。町ではこれからも、白い森おぐにを舞。町ではこれからも、白い森おぐにを舞
台に、様々な活動やビジネスにチャレンジする皆さんを応援していきます。台に、様々な活動やビジネスにチャレンジする皆さんを応援していきます。

白い森ローカルビジネス創出塾活動報告会を開催しました！

企業組合おぐにワラビコ
代表渡部孝一さん

セドリック・ブラットナさん

髙橋泰弘さん

村上友梨さん

　小国町産わらび粉を使った新しい商品開発に
チャレンジし、自宅で作るわらび餅キットのビジ
ネスプランを発表しました。実際にその場でわら
び餅を作り、参加者の皆さんに食べていただいた
ところ「親子で作って楽しめそう」などの感想が
聞かれました。

　交流拠点「カモスク」を運営しながら、居場所
づくりや情報発信、小国らしい食メニューの開発
などにチャレンジしたいと話されています。

　小国の木材で時計やアクセサリーなどを作りな
がら試行錯誤を重ね、森や木をとおして互いの関
係性を育む木工部を作り、森を元気にする取り組
みを続けたいとのことです。

　小国町の大自然を活かした魅力的な体験プログ
ラムを開発し、「サバイバル・ブッシュクラフト」
や「雪上イグルーづくり」など様々なツアーをや
まがたアルカディア観光局に提案しており、既に
実行しています。

受講者紹介

医師が教える“森のすゝめ”

データと事例から地域発ビジネスを考える

■日　時　３月６日㈪ 18：00～20：00

■場　所　カモスク

■対　象　どなたでも※参加費無料（要予約・定員あり）

■内　容　地域の森林利活用に向けて最前線で取り組んでいる各界のプロ

フェッショナルが、最新研究データから見る森林の効果、そして森林空間

利活用に向けた最新の取り組みを紹介します。

■申込・問合先　総合政策課政策企画担当（☎62－2264）へ

医学博士 落合 博子氏

宮城県仙台市出身。
　国際森林医学認定医と森林
セラピスト®の資格を有し、森
林医学を研究・実践

講師
紹介
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静岡県

　

「
お
ぐ
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

　

「
お
ぐ
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
」
は
静
岡
県
エ
コ
パ
ア
リ
ー

少
年
団
」
は
静
岡
県
エ
コ
パ
ア
リ
ー

ナ
で
３
月

ナ
で
３
月
2424
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
全

日
か
ら
開
催
さ
れ
る
全

国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

交
流
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
６
年
生
４
人
を

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
６
年
生
４
人
を

中
心
に
、
１
年
生
を
含
め
た

中
心
に
、
１
年
生
を
含
め
た
1111
人
と
人
と

人
数
は
少
な
い
な
が
ら
、
小
国
中
女

人
数
は
少
な
い
な
が
ら
、
小
国
中
女

子
バ
レ
ー
部
の
先
輩
達
と
の
合
同
練

子
バ
レ
ー
部
の
先
輩
達
と
の
合
同
練

習
で
基
礎
を
磨
き
、
練
習
試
合
で
は

習
で
基
礎
を
磨
き
、
練
習
試
合
で
は

県
内
外
の
強
豪
と
と
も
に
汗
を
流
し

県
内
外
の
強
豪
と
と
も
に
汗
を
流
し

て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

決
し
て
大
き
く
は
な
い
身
体
で
、

　

決
し
て
大
き
く
は
な
い
身
体
で
、

拾
う
バ
レ
ー
、
粘
り
の
バ
レ
ー
で

拾
う
バ
レ
ー
、
粘
り
の
バ
レ
ー
で
1212

月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
山
形
県
予
選

月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
山
形
県
予
選

の
激
戦
を
勝
ち
抜
き
、
県
の
頂
点
に

の
激
戦
を
勝
ち
抜
き
、
県
の
頂
点
に

輝
き
ま
し
た
。

輝
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
船
山
瑠
莉
さ
ん
は

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
船
山
瑠
莉
さ
ん
は

「
応
援
し
て
く
だ
さ

「
応
援
し
て
く
だ
さ

る
か
た
が
た
に
、

る
か
た
が
た
に
、

こ
れ
ま
で
見
た
こ

こ
れ
ま
で
見
た
こ

と
の
な
い
景
色
を

と
の
な
い
景
色
を

見
せ
ら
れ
る
よ
う

見
せ
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
」

に
頑
張
り
た
い
」

と
大
会
に
対
す
る

と
大
会
に
対
す
る

並
々
な
ら
ぬ
決
意

並
々
な
ら
ぬ
決
意

を
口
に
し
て
く
だ

を
口
に
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

さ
い
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
皆
で
応
援

　

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
皆
で
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

し
ま
し
ょ
う
。
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ツ
少
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‼‼

アスモに設置された応援ブース

令和４年度東日本大震災復興記念事業（米沢会場）

「忘れはしない！東日本大震災！備えよう明るい未来のために」

　東日本大震災で犠牲になられたかたがたを追悼するとともに、被災地・被災者をはじ

めとした東北全体の復興・再生を願う復興記念事業を開催します。

■日時・場所　３月11日㈯９：00～18：00・置賜総合文化センター（米沢市）

■内　容　献花・黙とう14：46・ドキュメンタリー映画上映「東北の力・文化の力」

　ピアノとフルート演奏　福田直樹、鈴木芽玖・東日本大震災写真展　他

■問合先　置賜総合支庁総務課防災安全室（☎0238－26－6007）へ

■その他　小国町役場ロビーでも３月７日～10日の間、東日本大震災の写真展示、ドキュ

メンタリー映画上映をいたします。　
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保
小
中
高
一
貫
教
育
で
は
、

幼
児
期
か
ら
一
貫
し
て
学
び

続
け
る
教
科
と
し
て
「
国
際
・

情
報
」
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

高
い
学
習
効
果
を
得
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

「
国
際
」
で
は
、
主
体
的
に

外
国
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
資
質
・
能

力
を
育
成
す
る
た
め
、
町
内
の

保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
（
以

下
保
育
園
）
で
「
幼
児
英
語
ふ

れ
あ
い
事
業
」
を
行
っ
て
お

継
続
し
た
学
び

り
、
幼
児
期
か
ら
気
軽
に
英
語

に
触
れ
て
、
楽
し
む
機
会
を
設

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校

で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
学
習

指
導
要
領
に
「
外
国
語
活
動
」

（
３
・
４
学
年
）、「
外
国
語
（
英

語
）
科
」（
５
・
６
学
年
）
が
教

科
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
町
で
は
、
以
前
か
ら

「
国
際
」
と
し
て
授
業
を
行
い
、

学
習
効
果
の
さ
ら
な
る
積
み

上
げ
を
図
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
国
際
」
の
授
業
は

小
学
校
１
・
２
学
年
で
も
展
開

し
、
幼
児
期
か
ら
切
れ
目
の
な

　本町の教育は保育園から高校まで
の15年間、連続性、系統性を重視し
た学びの場の提供と実践を行う「白
い森おぐに保小中高一貫教育」を核
とし、学校・家庭・地域社会・行政
などが協働して「町民総がかりの教
育」を目指しています。
　今月は、新たに本町の保育園３園
が取り組んでいる保育プログラムの
作成や小国高校でのマイプロジェク
トの学びを夢へと繋げる生徒の活躍
から本町教育の取り組みを紹介しま
す。

幼児英語ふれあい事業（すみれ保育園・年中児）

保
小

中

高
一
貫
教
育

一
貫
教
育
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未
来
を
生
き
抜
く
力
の
育
成
～

～
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を
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抜
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の
育
成
～
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特集　保小中高一貫教育～未来を生き抜く力の育成～特集　保小中高一貫教育～未来を生き抜く力の育成～

「国際」の授業（叶水小学校３・４年生）

英語教育推進員村上裕志さんの問題に答える児童

保
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

近
年
、
小
学
校
入
学
時
に
子

ど
も
が
学
校
の
生
活
に
上
手

く
な
じ
め
な
い
、
い
わ
ゆ
る

「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
が
全
国

的
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
本

町
で
は
、
保
小
連
携
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
保
育

園
と
小
学
校
の
情
報
共
有
や

連
携
・
接
続
に
係
る
調
整
を
図

り
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

三園連携委員長　五十嵐大二さん
（認定こども園すみれ保育園副園長）

い
取
り
組
み
を
通
じ
、
保
小
中

高
一
貫
教
育
15
年
間
の
最
終

校
種
の
小
国
高
校
で
の
米
国

研
修
旅
行
や
短
期
留
学
な
ど

へ
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
一
方
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
成
果

の
一
つ
と
し
て
近
年
、
町
内
中

学
生
の
実
用
英
語
技
能
検
定

（
実
施
団
体
：
（
公
財
）
日
本

英
語
検
定
協
会
）
の
受
験
率

と
合
格
率
が
向
上
し
て
お
り
、

英
語
に
対
す
る
自
信
の
高
ま

り
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
さ
ら
な
る
取

り
組
み
と
し
て
、
平
成
14
年

度
か
ら
町
の
特
別
支
援
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
三

浦
光
哉
山
形
大
学
教
授
の
指
導

を
受
け
、
今
年
度
か
ら
町
内

保
育
園
が
「
三
園
連
携
委
員

会
」
を
組
織
し
、
新
た
に
「
２

歳
（
未
満
）
～
５
歳
（
年
長
）

の
保
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
作
成

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
各
年
代

ご
と
の
子
ど
も
に
「
身
に
付
け

て
ほ
し
い
力
」
な
ど
で
統
一
し

た
目
標
を
設
定
し
た
保
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
全
て
の
保
育
園

広報おぐに　2023.3
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特集　保小中高一貫教育～未来を生き抜く力の育成～特集　保小中高一貫教育～未来を生き抜く力の育成～

　

探
究
的
な
学
習
を
通
し
て
創

造
力
を
培
う
と
と
も
に
、
ふ
る
さ

と
小
国
の
自
然
や
文
化
を
愛
し
、

自
分
を
磨
き
な
が
ら
積
極
的
に
地

域
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
、
校

種
ご
と
に
地
域
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

小
国
高
校
の
地
域
学
習
「
白

い
森
未
来
探
究
学
」
で
は
、
小

規
模
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

地
域
に
密
着
し
た
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
１
学
年

は
地
域
に
浸
り
自
己
の
興
味

関
心
を
深
め
る
「
地
域
文
化

学
」
、
２
学
年
は
個
々
の
課
題

を
設
定
し
実
践
す
る
「
地
域
実

践
学
」、
そ
し
て
３
学
年
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
実
践
等
か
ら
新

た
な
提
案
を
す
る
「
地
域
構
想

学
」
と
し
て
、
高
校
と
地
域
が

よ
り
密
着
し
た
学
び
に
発
展

さ
せ
、
地
元
へ
の
愛
着
や
誇
り

を
醸
成
し
て
地
域
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
む
人
材
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

　

２
学
年
の
地
域
実
践
学
で

は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分

自
身
の
興
味
関
心
等
を
テ
ー

マ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行

す
る
「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
実

践
に
よ
り
、
主
体
性
を
持
ち
、

つ
く
り
た
い
未
来
に
向
け
て

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
の
経
験
や
成
果
を
力
に
、
３

年
生
の
髙
橋
陸
さ
ん
は
、
４
年

制
大
学
の
芸
術
学
部
映
像
学

科
・
監
督
コ
ー
ス
の
「
総
合
型

選
別
試
験
（
※
）」
に
挑
戦
し
、

見
事
合
格
し
ま
し
た
。
髙
橋
さ

ん
は
「
白
い
森
未
来
探
究
学

は
、
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ

と
を
未
来
に
繋
げ
る
一
歩
目

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
僕
は
小

国
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
映

画
の
自
主
制
作
を
マ
イ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
し
ま
し
た
。
元
々

映
画
監
督
に
な
る
夢
を
持
っ

て
い
ま
し
た
が
、
授
業
の
一
環

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
作

品
へ
の
出
演
や
撮
影
・
上
映
会

場
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
、
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
映
画
に
出
演
す
る
人
以

外
に
も
数
多
く
の
役
割
が
必

要
な
こ
と
を
知
り
、
協
力
し
て

髙橋陸さん

（小国高３年）

夢
へ
の
一
歩

で
実
施
す
る
こ
と
で
、
各
園

の
卒
園
児
の
到
達
時
点
に
ば

ら
つ
き
が
出
る
こ
と
を
防
ぎ
、

「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
の
防
止

に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
三
園
連
携
委
員

会
の
五
十
嵐
大
二
委
員
長
（
認

定
こ
ど
も
園
す
み
れ
保
育
園

副
園
長
）
は
「
こ
れ
ま
で
は
、

年
長
児
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー

チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
三
園
で
共

通
し
た
保
育
の
視
点
）
に
よ
り

保
育
し
て
い
ま
し
た
が
、
他
の

保
育
園
が
ど
ん
な
保
育
を
し

て
い
る
か
を
知
る
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は
、

各
園
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
様
々

な
意
見
を
交
換
し
て
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
形
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
成
を
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
こ

と
は
大
変
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
が
小
学
生
に
な
っ
て
困
ら

な
い
よ
う
に
連
携
を
と
っ
て

い
き
、
保
護
者
に
も
安
心
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
」
と
保
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
践
に
よ
る
円
滑
な

小
学
校
へ
の
接
続
を
目
指
し
、

来
年
度
も
引
き
続
き
連
携
に

よ
る
保
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

広報おぐに　2023.3
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本
年
２
月
、
小
国
高
校
学
校
運

営
協
議
会
と
白
い
森
地
域
学
校
協

働
本
部
が
令
和
４
年
度
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校

協
働
活
動
の
一
体
的
推
進
」
に
係

る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働

活
動
の
一
体
的
実
施
に
よ
る
、
学

校
運
営
の
改
善
・
強
化
の
み
な
ら

ず
、
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
に
も
効
果
を
上
げ
て
い
る
取
り

組
み
と
し
て
、
他
の
模
範
と
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

小
国
高
校
は
平
成
29
年
４
月
に

山
形
県
教
育
委
員
会
が
東
北
地
方

で
初
め
て
学
校
運
営
協
議
会
制
度

を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校

と
保
護
者
や
地
域
の
か
た
が
た
の

意
見
を
、
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
で
、
三
者
が
協
働
し
て
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成

長
を
支
え
「
地

域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ

く
り
」
を
進
め
る
仕
組

み
で
す
。
小
国
高
校
学

校
運
営
協
議
会
で
は
地

域
の
様
々
な
主
体
と
協

働
し
た
人
材
育
成
と
地

域
活
性
化
・
地
域
創
生

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

小
国
高
校
学
校
運
営

協
議
会
長
の
伊
藤
明
芳

さ
ん
は
「
協
議
会
で
は
、

学
校
、
保
護
者
、
地
域

　

一
貫
教
育
の
取
り
組
み
と
し

て
、
特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
早

期
か
ら
の
よ
り
き
め
細
や
か
な
支

援
や
、
小
学
校
と
中
学
校
、
中
学

校
と
高
校
と
い
っ
た
校
種
間
で
の

交
流
・
連
携
、
叶
水
小
中
と
小
国

小
、
小
国
中
の
交
流
な
ど
、
連
続

性
と
系
統
性
を
重
視
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
連
携
し
た
学
び
の
場
の
提
供

と
実
践
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
貫
教
育
と
と
も
に
本

町
教
育
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
合
同

学
校
運
営
協
議
会
や
地
域
学
校
協

働
活
動
を
中
心
と
し
た
「
町
民
総

が
か
り
の
学
び
」
の
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
加

え
、
情
報
化
や
技
術
革
新
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
進
展
、
そ
し
て
価
値

観
の
多
様
化
な
ど
、
社
会
変
化
が

激
し
い
中
、
未
来
社
会
を
た
く
ま

し
く
生
き
抜
く
人
間
力
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

小
国
高
校
学
校
運
営
協
議
会

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

未
来
を
生
き
抜
く

子
ど
も
た
ち
の
育
成

小国高校学校運営協議会　伊藤明芳会長　
文部科学大臣表彰状を手に

く
れ
る
人
の
重
要
性
も
学
び

ま
し
た
。
白
い
森
未
来
探
究
学

は
、
小
国
町
に
住
む
様
々
な
分

野
で
活
躍
す
る
パ
ワ
ー
の
あ

る
か
た
が
た
と
出
会
う
良
い

機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

※
総
合
型
選
別
試
験

　

受
験
生
の
能
力
・
適
性
や

学
習
に
対
す
る
意
欲
な
ど
を

時
間
を
か
け
て
総
合
的
に
評

価
す
る
入
試
方
式　

の
か
た
か
ら
様
々
な
提
案
が
出
さ

れ
ま
す
。
町
内
各
地
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
し
た
授
業
に
町
が
所
有
す
る

バ
ス
で
移
動
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
、
本
協
議
会
で
出
さ

れ
た
意
見
が
発
端
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
場
面
で
ど
う
い
っ
た

連
携
が
可
能
な
の
か
を
議
論
し
、

協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

に
よ
り
、地
域
の
学
校
と
し
て
の
、

き
め
細
や
か
な
教
育
に
繋
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

広報おぐに　2023.3
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　来年度、山形県内各地を巡るツアーを
企画する「台湾ファムトリップツアー」
の視察団が、２月４日にきんたけ工房で
きのこ狩り体験を行いました。もぎ取っ
た椎茸は、陶板焼きとしてお母さん食堂
あいあい（道の駅白い森おぐに内）で実
際に味わいました。コロナ収束を見据え、
今後のインバウンドツアーの集客が期待
されます。

インバウンドツアー視察団インバウンドツアー視察団

採れたて椎茸に舌鼓採れたて椎茸に舌鼓

　小国高校１年生が、町内で働く社会人15人
から、職業を選んだ経緯ややりがい、休日の
過ごし方などを聞き、「働く」を身近に感じ
ることで多様な働き方を知り、自らの進路選
択などにつなげることを目的とした「ハタラ
トーーク（主催：小国町教育委員会）」が２
月14日小国高校で行われました。参加した社
会人からは「バイトや遊びなど、たくさんの
経験を積んだ社会人になってほしい」とアド
バイスが送られました。

ハタラトーークハタラトーーク

「働く」を身近に「働く」を身近に

　持続可能でよりよい社会の実現を目指す
ＳＤＧｓをテーマに、２月13日小国高校を会
場に小国高校１年生26人と町職員17人による
ワークショップを開催しました。高校生が実
際に考えるＳＤＧｓのゴールにつながるテー
マについて、町職員が一緒になって考え、よ
りよいまちづくりに必要なアクションを模索
しました。

小国の未来を考えるＳＤＧｓワークショップ小国の未来を考えるＳＤＧｓワークショップ

小国高校生と町職員が考える一歩小国高校生と町職員が考える一歩
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　小国高校生で結成された吹奏楽団
「SWING BAND」によるコンサートが２月18
日にショッピングセンターアスモで開催
されました。この楽団は、生徒数の減少
により部活動が困難な小国高校生が活動
する場を提供しようとNPO法人おぐにス
ポーツクラブYui（舟山孝夫理事長）が結
成し、練習場所を提供しています。当日は、
団員３人に加え、指導に当たる「おぐに
吹奏楽団」の団員19人が参加し、一体感
のある演奏が会場を盛り上げました。

SWING BAND with おぐに吹奏楽団SWING BAND with おぐに吹奏楽団

華やかな音色で観客を魅了華やかな音色で観客を魅了

　町内に降る大量の雪を活用してつくる、雪
の城の会場で、スイーツやホットドリンクを
楽しむ「雪のお城カフェ（主催：雪のお城の
番人 柳沢茜・吉田悠斗両代表）」が２月18日、
19日に伊佐領地内で開催されました。
　当日は、用意した予約席はほぼ満席になる
ほどの人気ぶりでした。このイベントは町の
主催する「小国☆地域みらい塾」で地域づく
りを学んだ受講生が中心となり開催し、昨年
に引き続き２回目の開催となりました。

雪のお城カフェ雪のお城カフェ

幻想的な空間でゆったりと幻想的な空間でゆったりと

小国町教育委員会主催公開講座小国町教育委員会主催公開講座

小国の獅子踊り～その成り立ちと未来～小国の獅子踊り～その成り立ちと未来～

昨年に続き仙台市から訪れたお客様

講演では、町の無形民俗文化財指定「舟渡の獅子踊り」
と「五味沢の獅子踊り」の特徴なども紹介

　２月19日におぐに開発総合センターで東北
文教大学特任教授の菊地和博氏を講師とし「シ
シ踊りの芸能と社会的役割」と題した講演会
が行われました。講演では本町を含む置賜の
シシ踊りの成り立ちや継承に向けた取組事例
が話されました。各団体や町民など23人が参
加し、これからの時代や地域にあった継承の
あり方を考える機会となりました。
　また、本講座では、講演に引き続き「五味
沢の獅子踊り」（現在休演中）の昭和58年の映
像も上映されました。
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本
町
を
囲
む
雄
大
な
飯
豊
・
朝
日

の
山
々
。
そ
の
広
大
な
山
林
で
営
ま

れ
て
き
た
生
業
（
な
り
わ
い
）
に
は
、

そ
の
場
を
司
る
も
の
と
し
て
「
山
の

神
」
を
畏
れ
敬
う
信
仰
が
息
づ
い
て

い
ま
す
。
ク
マ
な
ど
の
獲
物
を
求
め

深
山
を
駆
け
る
狩
猟
も
そ
の
一
つ
で

す
。
山
の
神
へ
猟
の
無
事
と
獲
物
が

授
か
る
こ
と
を
願
い
、
山
中
で
、
あ

る
い
は
里
で
様
々
な
祈
り
と
禁
忌

（
タ
ブ
ー
）
が
猟
師
た
ち
の
な
か
で

実
践
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
猟
を
め
ぐ
る
禁
忌
の
一

つ
に
、
「
ツ
マ
ジ
ロ
」
と
呼
ば
れ
る

ク
マ
に
関
わ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ツ
マ
ジ
ロ
と
い
う
の
は
手
首
か
ら
先

の
毛
や
全
て
の
爪
が
白
い
ク
マ
の
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
、
山
の
神
の
使
い

と
さ
れ
、
獲
る
こ
と
が
厳
に
戒
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

箱
ノ
口
集
落
に
あ
る
山
の
神
神
社

の
近
く
に
は
、
そ
の
よ
う
な
ツ
マ
ジ

ロ
に
ま
つ
わ
る
供
養
塔
（
石
碑
）
が

立
っ
て
い
ま
す
。
『
小
国
郷
の
伝
説

集
』
（
小
国
高
等
学
校
郷
土
史
研
究

部
編
、
１
９
６
８
年
）
で
は
、
そ
の

由
緒
に
関
し
、
「
神
の
使
い
の
熊
」

と
題
し
た
次
の
よ
う
な
伝
説
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
箱
ノ
口
に
一
人
の
猟
師

が
い
ま
し
た
。
彼
は
、
あ
る
と
き
ク

マ
を
探
し
に
奥
山
へ
で
か
け
ま
し
た

が
、
３
日
経
っ
て
も
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
日
も
仕
方
な

く
野
宿
を
し
よ
う
と
準
備
を
始
め
た

そ
の
と
き
、
目
の
前
の
尾
根
を
ゆ
っ

く
り
登
る
立
派
な
大
グ
マ
を
発
見
し

た
の
で
す
。
早
速
狙
い
を
つ
け
た
と

こ
ろ
ク
マ
は
気
づ
き
、
猟
師
を
に
ら

み
つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
両
手
を

あ
げ
て
立
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
見
て
猟
師
は
驚
き
ま
し

た
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
ク
マ
は
ツ

マ
ジ
ロ
だ
っ
た
の
で
す
。
撃
つ
か
、

撃
た
な
い
か
。
葛
藤
し
た
末
、
猟
師

は
鉄
砲
の
引
き
金
を
引
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

弾
は
命
中
し
、
沢
の
滝
つ
ぼ
へ
と

ク
マ
は
落
ち
て
い
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
猟
師
が
そ
こ
へ
行
っ
て
み
て

も
ク
マ
の
姿
は
お
ろ
か
落
ち
た
跡
さ

え
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に

ク
マ
の
形
を
し
た
石
が
滝
つ
ぼ
の
中

に
転
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

猟
師
は
、
山
の
神
が
こ
れ
を
ク
マ

の
身
代
わ
り
に
よ
こ
し
た
も
の
と
考

え
、
恐
ろ
し
く
な
っ
て
後
悔
の
念
に

か
ら
れ
る
の
と
同
時
に
、
た
た
り
を

畏
れ
、
今
後
一
切
猟
は
せ
ず
、
ク
マ

の
肉
も
食
べ
な
い
こ
と
を
山
の
神
に

誓
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
石
を

山
の
神
神
社
の
近
く
に
埋
め
て
「
熊

の
神
」と
し
て
祀
り
ま
し
た（
※
注
）。

こ
こ
に
は
供
養
塔
も
建
て
ら
れ
、
そ

の
猟
師
の
家
で
代
々
、
祭
り
が
営
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
石
碑
に
は
建
立
年
と
思
わ
れ

る
年
号
も
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
碑
が
作
ら
れ
た
の
は

江
戸
時
代
末
期
に
あ
た
る
元
治
元

（
１
８
６
４
）
年
の
よ
う
で
す
。

　

山
に
資
源
の
多
く
を
依
拠
す
る
暮

ら
し
の
な
か
で
育
ま
れ
て
き
た
山
の

▲熊供養塔

神
信
仰
。
人
び
と
は
、
そ
の
大
い
な

る
存
在
を
あ
が
め
、
恵
み
に
感
謝
し

な
が
ら
日
々
の
生
業
を
紡
（
つ
む
）

い
で
い
ま
し
た
。
こ
の
熊
供
養
塔
は
、

そ
の
よ
う
に
謙
虚
に
山
と
向
き
合
っ

て
い
た
先
人
た
ち
の
生
き
方
を
私
た

ち
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

注　

『
広
報
お
ぐ
に
』
１
９
９
３
年
７

月
号
の
「
シ
リ
ー
ズ
無
言
の
語
り

部
た
ち　

そ
の
③
」
に
よ
る
と
、

こ
の
石
は
埋
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
猟
師
の
子
孫
の
家
で
保

存
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　　
　
　

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
）

未
来
に
伝
え
た
い

白
い
森
お
ぐ
に
の

そ
の

熊
供
養
塔
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「１年間ありがとうございました」

　　　緑のふるさと協力隊　　中
なか

野
の

　沙
さ わ か

和華　

　こんにちは、緑のふるさと協力隊の中野です。

　３月をもちまして、協力隊の任期が終了します。１年間大

変お世話になりました。

　任期中は色んなことに挑戦しました。農業、イベント運営、

放課後児童教室、芸能まつり、地区行事など……全てが初め

てだったので、当初は不安もありましたが皆さんいつも親切

にしてくださったので、楽しく活動することができました。

　特に冬は、今まで雪とは無縁の暮らしをしてきた私にとっ

てかなり刺激的でした。雪のある生活に慣れるのには苦労し

「今日このごろ」

　　　地域おこし協力隊　北
きたかぜ

風　裕
ひろ

基
き

　今日は疲れすぎて火加減を忘れて炊飯器を吹きこぼしました。若干硬いけど残さず食べます。　今日は疲れすぎて火加減を忘れて炊飯器を吹きこぼしました。若干硬いけど残さず食べます。

ガスコンロは寒すぎると片方しか点かなくなることを最近知りました。料理は久しぶりに鶏そガスコンロは寒すぎると片方しか点かなくなることを最近知りました。料理は久しぶりに鶏そ

ぼろを作って食べたいです。あれは冷蔵すると煮こごりができるので、熱々のご飯で溶かしてぼろを作って食べたいです。あれは冷蔵すると煮こごりができるので、熱々のご飯で溶かして

食べるのが美味しいところです。食べるのが美味しいところです。

　寒い朝は蛇口の周りに氷が張っていることがあります。さすがに結露や暖房代などは気にし　寒い朝は蛇口の周りに氷が張っていることがあります。さすがに結露や暖房代などは気にし

8383

ましたが、この雪を毎年乗り越えてきている小国町のかたが

たは本当に強くて逞しいなと尊敬しています。

　ここで得た経験と素敵な人々との出会いは私の宝です。この経験を忘れずに、今後の人生に

も活かしていきたいと思います。任期終了後は一旦大阪に帰りますが、定期的に小国町には遊

びにきます！その時はよろしくお願いします。

　小国町のかたがた、たくさん本当にありがとうございました！！

なくなってきました。普段は近場でも車で移動してなくなってきました。普段は近場でも車で移動して

いますが、たまに歩くとスピード感が全然違って、いますが、たまに歩くとスピード感が全然違って、

普段気が付かないことが多いんだなと感じます。近普段気が付かないことが多いんだなと感じます。近

所の家の隣にいつのまにか同じ大きさの雪山ができ所の家の隣にいつのまにか同じ大きさの雪山ができ

ていました。ていました。

　そろそろご飯が蒸らし終わる頃です。　そろそろご飯が蒸らし終わる頃です。



「白い森の国おぐに」森づくり活動の取り組みについて  

【植林・森林体験学習】
　小国小５年生を対象に、伐倒作業等の実演見学、
植林体験を行い、森林資源の循環利用の必要性や
意義を学びました。

白い森づくり体験事業白い森づくり体験事業

【環境整備】
　森林セラピー基地「ブナの森温身平」の機
能と景観を保ち、訪れるかたがたが快適に森
林セラピーを楽しめるよう、セラピーロード
の環境整備を行いました。

森林セラピー推進事業森林セラピー推進事業

【白い森子ども体験教室】
　幼児や小学生を対象に、町内に生息する生物の観察

や森林散策を通じて、森林環境やさまざまな動植物の

特徴と役割について学びました。

▲セラピーロード環境整備の様子 ▲森林整備の必要性を学習▲植林した苗を背景に

　

小
国
町
は
、
全
国
有
数
の
豪

雪
地
帯
で
あ
り
、
「
ブ
ナ
の
森
」

を
は
じ
め
、
町
全
体
を
覆
い
尽

く
す
よ
う
に
落
葉
広
葉
樹
林
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
豊
穣

の
森
の
象
徴
で
あ
る
ブ
ナ
の
樹

肌
と
、
冬
に
降
り
積
も
る
雪
か

ら
連
想
さ
れ
る
「
白
」。
小
国

町
で
は
町
全
体
を
「
白
い
森
」

と
呼
び
、
そ
こ
で
培
わ
れ
て
き

た
先
人
の
技
術
と
知
恵
で
あ
る

「
ぶ
な
文
化
」
を
基
軸
に
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
小
国
町

で
は
、
山
形
県
み
ど

り
環
境
交
付
金
を
活

用
し
て
様
々
な
体
験

活
動
を
開
催
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
達

を
は
じ
め
多
く
の
住

民
を
対
象
に
、
森
林

や
農
林
業
へ
の
理
解

と
促
進
を
目
的
と
し

た
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

【産学官連携による地域木材の利用と

               木育の推進プロジェクト】

　町の豊かな森林資源の活用や、幼少期から木育の
推進を目的に、産学官が連携して学生の演習、町民

ワークショップなど様々な活動を実施しています。

　町内の３歳児への家具の贈呈および東北芸術工科

大学プロダクトデザイン学科による来年度贈呈予定

の家具のプレゼンテーションを行いました。

白い森みらい創生事業白い森みらい創生事業

「森のようちえん」
町内の２～６歳児対象

家具のプレゼンテーション 家具の贈呈の様子

生涯学習講座開設事業生涯学習講座開設事業

「森の楽校」
町内の小学生対象

【林業機械操作技術研修】
　町民を対象に、刈払機に関する安全衛生教

育研修を行いました。機械操作技術の向上と

安全な使用方法について学ぶことで、町内の

森林整備の促進に繋がるものと期待されま

す。

▲刈払機研修会の様子

森から拓く時代の生業づくり事業森から拓く時代の生業づくり事業
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　千代田クリーンセンターくりえいと工房で

は、粗大ごみとして搬入された自転車や家具を

修理再生し、展示及び無償提供を行っています。

■提供品　自転車10台、家具類５点（各回予定数）

■応募方法　

　　千代田クリーンセンターに備え付けの申込用

紙により応募してください。応募する際に身分

証明書が必要となります。複数応募があった場

合、抽選により当選者を決定します。

■時　間　９：00～16：00（㈰、㈷を除く）

■料　金　無料

■問合先　千代田クリーンセンター

　　　　　（☎0238－57－4004）へ

展示期間 公開抽選

第１回 ４月５日㈬～５月６日㈯ ５月９日㈫

第２回 ６月１日㈭～７月１日㈯ ７月４日㈫

第３回 ８月２日㈬～９月２日㈯ ９月５日㈫

第４回 10月４日㈬～12月２日㈯ 12月５日㈫

千代田クリーンセンター千代田クリーンセンター
「くりえいと工房」再生品の提供「くりえいと工房」再生品の提供

　令和５年４月23日執行予定の小国町議会議員選

挙における説明会を行います。立候補を予定され

ているかたや出納責任者となるかた、またはその

代理のかたは出席してください。

■日　時　３月22日㈬14：00～

■場　所　小国町役場４階大会議室

■問合先　

　小国町選挙管理委員会事務局（総務課内）

　（☎62－2112）へ

小国町議会議員選挙の小国町議会議員選挙の
立候補届出予定者説明会および立候補届出予定者説明会および
出納責任者説明会の開催について出納責任者説明会の開催について

　令和５年７月19日をもって、現農業委員、農地利

用最適化推進委員の任期が満了することに伴い、次

期委員の募集を行います。

■募集期間

　３月10日㈮～４月14日㈮【期限内必着】

■任期

　令和５年７月20日～令和８年７月19日（３年間）

■対象者　【農業委員】農業に関する識見を有し、

農地等の利用の最適化の推進に関する事項、その

他農業委員会の業務に関する事項を適切に行うこ

とが出来るかた

　【農地利用最適化推進委員】農地等の利用の最適

化の推進の識見を有するかた

■①主な業務、②募集人員、③任命方法について

　【農業委員】　①総会等において農地法に関する許

認可の審査決定等を行います。②募集人員＝７人

③応募または推薦されたかたの中から選出され、

町議会の同意を得て町長が任命します。

　【農地利用最適化推進委員】　①担当する区域にお

いて、農地等の利用の最適化を推進するための活

動を行います。②募集人員＝５人③応募または推

薦されたかたの中から担当区域ごとに農業委員会

長が委嘱します。

　※担当区域とは人・農地プラン区域であり、東南

部、北東部、東部、南部、北部地区です。

■報酬　小国町特別職の職員の給与に関する条例に

基づき支給されます。

■応募資格　①町内に住所を有するかたまたは町外

に住所を有するかたで、町内の農地に精通してい

るかた②町の附属機関等の委員でないかた③町の

職員でないかた

■応募方法　町内の地区または全域からの推薦②農

業関係団体等からの推薦③一般からの応募

　※届出書に必要事項を記載し、直接または郵送で

農業委員会事務局に提出してください。

■問合先　農業委員会事務局（産業振興課内）

　　　　　（☎0238－62－2408）へ

農業委員および農地利用最適化推進委員を農業委員および農地利用最適化推進委員を
募集します募集します

広報おぐに　2023.3
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　全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てができるよう、妊娠期から出産・子育てまで一貫して

身近で相談に応じ、様々なニーズに即した必要な支援につなぐ伴走型相談支援を充実させるとともに、経

済的支援として出産・子育て応援金（国の出産・子育て応援給付金）の支給を一体的に実施することとな

りました。

１．伴走型支援

　妊娠届出時、妊娠８ヵ月前後、出産後にアンケートに基づき面談を実施し、妊娠期から出産・子育て

期まで切れ目ない支援を行います。

２．経済的支援

　〇支給対象者　申請日に町内に住所を有し、以下に該当するかた

　　【出産応援金】

　　　令和４年４月１日以降に妊娠届出をした妊婦または令和４年４月１日以降に出産したかた

　　　※令和４年４月１日以降に妊娠届出し、流産・死産となったかたも対象となります。

　　【子育て応援金】

　　　令和４年４月１日以降に生まれたお子さんの保護者のかた

　〇支給額　【出産応援金】妊婦１人あたり５万円　【子育て応援金】お子さん１人あたり５万円

■申請について　妊娠届出時、出産後にそれぞれ申請の案内をさせていただきます。遡及の対象となるか

たについては、郵送にて申請書をお送りしています。

■申込・問合先　健康福祉課地域保健担当（☎62-1000）へ

出産・子育て応援ギフト支給事業のお知らせ出産・子育て応援ギフト支給事業のお知らせ

令
和
５
年

令
和
５
年  

第
２
回

第
２
回

　
小
国
町
議
会
臨
時
会

　
小
国
町
議
会
臨
時
会

　

令
和
５
年
第
２
回
臨
時
会
が
２

月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が

審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
般
会
計
に

８
１
４
０
万
円
を
追
加

　

12
月
の
急
激
な
降
雪
等
に
よ
り

町
道
脇
で
多
発
し
た
倒
木
の
撤
去

費
用
の
追
加
や
除
雪
車
の
整
備
に

か
か
る
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
中
に
２
回
、
補
正
予

算
に
よ
る
除
雪
経
費
の
追
加
を
行

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
断
続
的

に
降
雪
が
続
き
、
町
道
除
排
雪
作

業
の
稼
働
日
数
・
時
間
が
増
加
し

た
た
め
、
除
排
雪
経
費
を
追
加
し

た
ほ
か
、
小
国
町
除
雪
協
力
会
に

お
い
て
排
雪
作
業
に
あ
わ
せ
、
排

雪
車
両
の
稼
働
も
増
加
し
た
こ
と

か
ら
経
費
の
一
部
を
交
付
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
補
正
後
の
予
算

総
額
は
、
85
億
２
８
５
６
万
８
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

広
告

広報おぐに　2023.3

14



　小国町簡易水道事業および下水道事業は、地方公営企業法を適用し、令和５年４月１日より、

これまでの官公庁会計（特別会計）から、公営企業会計へ移行します。

　その理由として、国から施設の老朽化、人口減少等による料金収入の減少等により、経営環

境の厳しさが増している中に、将来的にわたり安定した行政サービスを提供していくために、

経営状況と財政マネジメントの向上に取り組むことが求められております。自らの財政状態や

経営状況をより的確に把握し、将来の経営計画に役立てるとともに、整理した資産情報を活用

し、水道管、下水道管および施設の老朽化対策や更新を計画的に進め、今後も持続可能な事業

運営に努めていきます。

　なお、この度の地方公営企業法の適用は、主に会計方式の変更であり、簡易水道使用料、下

水道使用料及び受益者負担金などの納付方法については、これまでどおり変更ありません。ま

た、特別な手続き等も必要ございませんが、この度の公営企業会計移行に伴い、現金移動の日

程を確保するため、口座振替日を以下のとおり変更いたします。

■対　象　簡易水道使用料・下水道使用料

■変更前　毎月　月末日

■変更後　毎月　26日（土日の場合は翌営業日、上水道使用料と同じ振替日となります）

■注意点

　令和５年３月分より変更となり、３月27日㈪に引落しとなりますので、口座残高をご確認く

ださい。

■問合先　地域整備課　水道業務担当（☎62ー2431）へ

簡易水道事業および下水道事業が公営企業会計へ移行します簡易水道事業および下水道事業が公営企業会計へ移行します
（ご注意ください：口座振替日が変わります）（ご注意ください：口座振替日が変わります）

除 雪 機 の あ る 幸 せ

合資会社 山佐  佐藤農機店
コスモ石油 小国給油所 東北運輸局認証工場

〒999-1511 山形県西置賜郡小国町大字玉川361－3
TEL.0238-64-2320  FAX.0238-64-2322
クボタ農業機械 除雪機 汎用パワーツール販売・整備

広
告
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
４
階
）

■
対
象　

世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

３
月
10
日
㈮

◎
入
居
時
期　

４
月
上
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
納
付
で

き
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

２
月
20
日
か
ら
新
た
に
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
を
使
用
し
た
電
子
（
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
）
決
済
で
の
納
付
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
必
要
な
も
の　

①
納
付
書

　

②
ス
マ
ホ
③
決
済
ア
プ
リ

■
そ
の
他　

詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

２
０
２
３
年
度
労
働
基
準
監

督
官
採
用
試
験
の
ご
案
内

■
受
験
資
格

　
・
平
成
５
年
～
14
年
４
月
１
日

　

生
ま
れ
の
か
た

　

・
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
か
た
で
次
に
該
当
す
る

か
た　

①
大
学
を
卒
業
お
よ
び

令
和
６
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
か
た
②
人
事
院
が
①
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

か
た

　

■
採
用
予
定
者
数　

労
働
基
準
監

督
Ａ
（
法
文
系
）
約
１
７
０
人

　

労
働
基
準
監
督
Ｂ
（
理
工
系
）

約
40
人

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

期
間　

３
月
１
日
㈬
９
時
～
３

月
20
日
㈪
（
受
信
有
効
）

■
試
験
日　

第
一
次
試
験
６
月
４

日
㈰
、
第
二
次
試
験
７
月
11
日

㈫
～
13
日
㈭

■
問
合
先
　
山
形
労
働
局
総
務
部

総
務
課
人
事
係
（
☎
０
２
３
‐

６
２
４
‐
８
２
２
１
）
へ　

　

※
申
込
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

こ
ち
ら
か
ら
→

こ
ち
ら
か
ら
→

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
変
更

　

協
会
け
ん
ぽ
山
形
支
部
の
保
険

料
率
は
令
和
５
年
３
月
分
（
４
月

納
付
分
）
か
ら
左
記
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
す
。

･

健
康
保
険
料
率　

9.99％ 

→ 

9.98％

･

介
護
保
険
料
率　

1.64％ 

→ 

1.82％

　

今
年
度
の
保
険
料
率
引
き
下
げ

に
は
、
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
）

の
結
果
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り

ま
す
。

　

４
月
以
降
、
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
の
自
己
負
担
額
を
軽
減
い
た

し
ま
す
の
で
、
今
後
の
保
険
料
負

担
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
も
、

引
き
続
き
疾
病
予
防
等
へ
の
取
り

組
み
（
健
診
・
特
定
保
健
指
導
等
）

に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
山
形
支
部
企

画
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
２
３
‐

６
２
９
‐
７
２
２
６
）
ヘ

休館日 毎週月曜日・祝日～新着図書～

雨 穴
ディーリア・オーエンズ
荻 原 浩
青 山 美 智 子
朝日新聞出版

◇変な絵
◇ザリガニの鳴くところ
◇なかよし小鳩組
◇月の立つ林で
◇科学漫画サバイバルシリーズ

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

で
す
。
毎
年
こ
の
期
間
中
の
１
週

間
を
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一

ダ
イ
ヤ
ル
」
と
し
て
、
悩
み
を
抱

え
た
人
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

■
相
談
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
７
日
㈫

　
　
　
　
　
　

９
時
～
17
時

■
電
話
番
号

　

　

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６
ま
で

■
問
合
先　

県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
３
‐
６
７
４

‐
０
１
３
９
）
へ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ

ヤ
ル
の
お
知
ら
せ
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今月の納税
　�　３月の税金等の口座振替は、次
のとおりです。振替日の前日まで、
指定の口座に入金してください。

●３月 2 7日㈪　水道料、下

水道料、簡易水道料

●３月 3 1日㈮　

　国民健康保険税、後期高齢者医

療保険料、介護保険料、住宅使

用料、保育料、児童福祉使用料

■問合先　町民税務課税政管理室

　　　　　（62－2403）へ

２０２３．３

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

※ 先月号掲載分以降に新規で登録された求人を
掲載しています。

※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　右の表は２月20日現在でハローワー
クへ登録された求人のうち、小国町を
おもな就業先としている求人情報です。
既に雇用が確定している場合もありま
すので、ご了承ください。求人情報の
詳細については、ハローワーク長井（☎
84－8609）へ

■３月の広場日程　

休日当番担当歯科医のお知らせ

３月５日㈰ 米沢　レインボー歯科医院 0238－26－1182

３月12日㈰ 高畠　つちや歯科医院 0238－52－0464

３月19日㈰ 米沢　やまざき歯科医院 0238－21－6480

３月21日㈫ 長井　松下歯科医院 0238－87－0878

３月26日㈰ 南陽　伊藤歯科医院 0238－45－2030

曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金 ９：30～ 11：30・13：00～ 15：30
（水・金は午後のみ。場所：健康管理センター）

不要

事　業　所　名 職　種 求人数 勤 務 時 間

長谷川工業㈱
加工スタッフ（ＮＣ旋盤） １人

８：15～17：15
加工スタッフ（マシニング） １人

㈱髙橋商会 ガソリンスタンドスタッフ １人 ８：00～17：00他

安部工業㈱

一般作業員（土木・建築） ２人

８：00～17：00現場監督員 １人

運転手（型枠資材運搬） １人

㈱東北労金サービス 労働金庫代理店での後方事務および窓口業務 １人 ８：40～17：00

山和建設㈱ 事務員 １人 ７：45～17：00

遠藤建設㈱

土木施工管理技士 １人

８：00～17：00重機オペレーター １人

一般作業員 ２人

㈱山芳工務店 電気設備工（見習い） ３人 ９：00～18：00

（一社）やまがたアルカディア

観光局

地域連携ＤＭＯ業務・観光業務・観光案内・

一般事務
１人 ８：30～17：15

荒川興業㈱

製造加工／臨時職員 １人 ８：20～17：10

（請）製造加工【アークカーボン加工メッキ工

程】正社員
１人 ８：20～17：10他

清掃員／パート １人 ９：00～15：30

おぐに白い森㈱ 町営バス運転業務 １人 ６：10～14：00他

小国町森林組合 林業作業員 １人 ７：30～17：00

日本重化学工業㈱

山形事業所小国工場

電子材料の分析・検査業務（契約社員）／日

勤
10人 ８：15～17：15

日本郵便㈱長井郵便局 郵便物配達業務【小国郵便局】 ２人 ８：00～16：45

㈲岩村ポートリー 種鶏育成農場作業員（小国町：小国農場） ２人 ８：00～17：00

大河内産業㈲

一般事務員 １人

８：00～17：00解体補助作業員 ２人

一般作業員 ２人

味処　藤よし 調理補助および接客係 １人 10：00～14：00他

㈱コメリ　

新潟ストアサポートセンター

販売員（コメリハード＆グリーン小国店）アルバイト １人 17：00～19：30

販売員（コメリハード＆グリーン小国店）準社員 １人 12：45～17：00

販売員（コメリハード＆グリーン小国店）準社員 １人 ８：45～13：00

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた　　　　
■利用時の注意点　
　・午後にご利用するかたは、窓口に声をかけてください。
　・平熱より１度高い場合は発熱となり利用できません。
　・体調の悪い場合は、利用できません。　
■その他　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て相談

に応じています。
■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62ー2330）へ

おぐに保育園を
一般公開します

　おぐに保育園が令和４年度末を

もって閉園するため、園舎の一般

公開を行います。

■日　時　

　３月18日㈯、19日㈰

　９：00～16：00

■内　容　

　園舎内の見学

　アルバム等の展示

　（事前申込不要）

■問合先　

　おぐに保育園（☎62－2242）へ
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年
度
末
の

３
月
に
な
り

ま
し
た
。
早

い
も
の
で
す

ね
。
新
型
コ

ロ
ナ
も
５
類

に
引
き
下
げ

が
予
定
さ
れ
る
な

ど
、
良
い
兆
し
が

見
え
始
め
て
い
ま

す
。
冬
の
イ
ベ
ン

ト
も
３
月
に
は
数

多
く
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
春
を
待

ち
わ
び
な
が
ら
、

残
り
少
な
い
冬

を
満
喫
し
ま
し
ょ

う
！　
　

（
仁
科
）

編集後記

あいべイベント３月の

■申込・問合先

　　（☎62－5808）へ

■日　時　　３月28日㈫　10：00～12：00 

■対象者　　どなたでも

　　　　　　１チーム３人まで（１人での申込可）

■参加費　　１回200円（保険料込）

■持ち物　　室内シューズ、飲み物等。

■その他　　賞品、参加賞あり

■申込締切　３月22日㈬

特定非営利活動法人

戸籍のまど戸籍のまど

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（令和５年１月31日現在）

人口　男・・・3,470人�（＋ ３）

　　　女・・・3,456人�（－ ６）�

　　　計・・・6,926人�（－ ３）

世帯数　　　3,010世帯�（＋ １）

（ １ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

渡 邊
加 藤
小 林
木 村
佐 藤
渡 部
山 口
佐 藤
安 部

今
安 部
齋 藤
渡 部
渡 部
舟 山
佐 藤
舟 山
梅 津

樽󠄀 口
岩 井 沢
湯 花
舟 渡
菅 沼
緑 町
荒 沢
小国小坂町
小 股
小国小坂町

北
幸 町
新 股
東 原
増 岡
玉 川
五 味 沢
あけぼの

は ま
コ ト
藤 男
鈴 子
か づ よ
き よ
静 子
静 男
テ ツ 子
金 子
鈴 江
　 よ
三 津 雄
敏 彦
八 子
精 策
隆 一
春 乃

（90）
（99）
（96）
（90）
（92）
（95）
（93）
（61）
（89）
（82）
（91）
（96）
（89）
（77）
（74）
（103）
（70）
（100）

町 原 迪
みちる

舟 山
祐

里 恵（

マイナンバーカード休日窓口をマイナンバーカード休日窓口を
開設します開設します

　マイナンバーカードの「申請、受け取り」「暗証番号

の変更、再設定」「券面記載事項の変更」「電子証明書

の発行、再設定」のための窓口です。

■受付日時　３月11日㈯、３月21日㈫㈷

　　　　　　９：00～16：00

■受付場所　役場町民税務課窓口

■利用方法　

　　事前に電話もしくは役場窓口で予約してくださ

い。予約がなくても利用できますが、予約優先です。

■必要書類　

　　身分証明書等の必要書類がありますので、町ホー

ムページをご覧になるか、予約の際にご確認くだ

さい。

■その他　

　・手続きには、本人がお越しください。

　・申請に必要な写真は、申請会場で撮影しますの

で、個人での準備は不要です。

　・15歳未満のかたは保護者と一緒にお越しくださ

い。

■問合先　

　町民税務課住民窓口担当（☎62－2260）へ

お詫びと訂正

２月号18ページ、戸籍のまど「誕生おめでと

うございます」に誤りがありました。

（誤）小国小坂町　八幡世椰（せな）さん

（正）小国小坂町　八幡世梛（
33

せな）
 

さん

お詫びして訂正いたします。
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000

●子育て支援センター ☎ 62－2330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ ☎ 62－5808

●町立病院 ☎ 61－1111　●老人保健施設 ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00） ☎ 023－645－3077

●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス http://www.ogunibyoin.jp/



　

小
国
高
校
に
通
う
一
柳
帆
花
さ

ん
が
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
２
月
７

日
か
ら
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
ス

キ
ー
大
会
（
山
形
県
）、
17
日
か
ら

開
催
さ
れ
た
特
別
国
民
体
育
大
会

冬
季
ス
キ
ー
競
技
会
（
岩
手
県
）

に
愛
媛
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。　

　

一
柳
さ
ん
は
、
愛
媛

県
の
高
校
に
在
籍
し
た

ま
ま
、
１
年
間
小
国
町

で
生
活
す
る
地
域
留
学

制
度
「
地
域
み
ら
い
留

学
３
６
５
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
活
用
し
、
小
国

高
校
に
通
学
し
て
い
ま

す
。

　

「
外
の
世
界
に
飛
び

込
み
、
地
元
と
似
た
境

遇
の
町
の
暮
ら
し
を
見

た
い
」
と
の
思
い
か
ら

地
域
留
学
に
踏
み
切
っ

た
一
柳
さ
ん
。
新
年
度

に
は
地
元
愛
媛
県
に
戻

挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～ 

小
国
高
校
魅
力
化
通
信
㉒ 

～

！！
り
、
高
校
３
年
生
を
過
ご
し
ま
す
。

「
今
後
は
、
地
域
学
を
学
び
、
故
郷

の
役
に
立
て
る
人
材
に
な
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
躍
は
今
後
の
地
域

留
学
の
新
し
い
可
能
性
の
一
つ
と

し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
一
柳
帆
花
さ
ん
が
第
72
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
特
別
国
民
体
育
大
会
冬
季
ス
キ
ー
競
技
会
に
出
場
】

▲小国高校のスキー授業の様子（左端が一柳さん）

　「天然の雪で滑れる喜びを感じた冬。今まで地元の人工雪
のスキー場で練習をしてきました。しかし、小国町に来て有り
余るほどの雪に囲まれながら毎日練習することができたことや、
寮のハウスマスターの小池賢祐さん（小国小坂町）からスキー
の指導を受けたことが、自信に繋がったと思います。
　インターハイでは悔いの残る結果となりましたが、国体では
今までの練習の成果を出し切ることができました。関わってく
ださった皆様、本当にありがとうございました。」

一柳　帆花さん

女子大回転に出場し
小国で磨いた滑りを発揮
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●小国町役場　☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464

●総務課　　　　　　　　　☎ 62－2112
●観光経済室　　　　　　　☎ 62－2416
●住民窓口担当／町民生活担当　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

●総合政策課　　　　　　☎62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●国保医療担当　　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448



ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景 No.42No.42

㊷　玉川集落から望む飯豊連峰

　１月末から２月上旬にかけて比較的好天が続き、玉川集落から飯豊連峰の山並みが姿を表しまし
た。集落の家屋の屋根や道路の脇には、まだまだ積雪が残りますが、こうして晴れの日を迎えると、
小国町にも春が遠くないと感じることができます。
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